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Fig. 1 SiC 繊維強化チタン合金複合材料のヤング率分布(3)．Reprinted from Ogi et al. (2008)(3) with the permission
of AIP Publishing. (オンラインカラー)

ま て り あ
Materia Japan

第55巻 第12号(2016)

特集「顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線（）」 ―顕微鏡イメージング技術の進展と材料科学の新展開―

様々なイメージング技術

共振ヤング率顕微鏡による局所ヤング率の定量的マッピング

大阪大学大学院基礎工学研究科 荻 博 次 平 尾 雅 彦

温度安定性の高いランガサイト結晶からなる細長い

圧電振動子プローブを共振させ，プローブ先端を試料

と接触させ，接触による振動子の共振周波数の変化か

ら接触部位のヤング率を定量的に計測する顕微鏡を開

発した(1)(2)．アンテナにより振動子の振動を無線・無

電極で測定することにより振動子を孤立化した．結

果，試料との接触を簡単かつ正確にモデル化すること

ができ，定量測定が可能となった．空間分解能は数百

nm である．校正することなくヤング率値が得られる

点は決定的に他の顕微鏡と一線を画する．Fig. 1
は，直径約 140 mm の SiC 繊維(内部にカーボンコア

を含む)の断面内のヤング率分布である(3)．チタン合

金に埋め込んだものを計測した．
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